
２
月
５
日
に
本
部
第
１
回
理
事
会

が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
形
式
で
開
催
さ

れ
全
国
か
ら
81
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
は
、
近
藤
事
務
局
長
、
松

原
、
浜
の
両
常
任
理
事
、
３
名
の
全

国
理
事
が
出
席
。
本
部
役
員
の
山
本

副
会
長
、
松
尾
理
事
長
も
参
加
し
ま

し
た
。

会
議
の
概
要
は
、
す
で
に
日
中
友

好
新
聞
３
月
１
日
号
で
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
阪
か
ら
は
、
富
田
林

で
の
支
部
結
成
の
取
組
み
、
帰
国
者

二
世
の
生
活
支
援
署
名
の
取
組
み
を

発
言
し
ま
し
た
。

地
域
に
根
ざ
し
た
支
部
づ
く
り
が

組
織
強
化
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

帰
国
者
支
援
署
名
は
委
員
会
を
起
ち

上
げ
て
組
織
的
に
推
進
し
て
い
る
こ

と
が
本
部
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
５
日
に
は
本
部
第
３
回
常
任

理
事
会
が
、
第
１
回
理
事
会
決
定
を

も
と
に
第
71
回
全
国
大
会
準
備
会
を

兼
ね
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
国
連
憲
章
違
反
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
行
わ
れ
て
い
る

中
で
の
会
議
で
「
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を

許
さ
ず
、
武
力
に
訴
え
ず
国
際
社
会

が
共
同
し
て
平
和
的
手
段
で
解
決
を
」

の
理
事
長
談
話
に
対
す
る
意
見
も
相

次
ぎ
ま
し
た
。

全
国
大
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

前
回
大
会
以
降
の
減
を
必
ず
回
復
し

よ
う
と
確
認
し
、
そ
の
た
め
に
は
、

不
再
戦
平
和
の
私
た
ち
の
活
動
や
百

科
検
定
の
取
組
み
を
周
り
の
人
に
知

ら
せ
る
こ
と
が
大
切
と
意
思
統
一
し

ま
し
た
。

当
面
の
全
国
的
な
取
組
み
と
し
て
、

３
月
27
日
の
帰
国
者
支
援
活
動
の
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
会
、
国
交
正
常
化
50

周
年
事
業
の
企
画
立
案
、
仲
間
ふ
や

し
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
更
新
、
研
究
中

国
の
普
及
な
ど
の
要
望
も
出
さ
れ
ま

し
た
。
（
府
連
理
事
長

松
尾

豊
）

本
部
か
ら
の
要
請
数
は
、
会
員
・

準
会
員
数
の
10
倍
で
す
。

大
阪
府
連
は
５
０
０
０
筆
を
目
標

に
２
月
末
で
３
０
０
０
筆
を
超
え
、

４
月
に
は
国
会
請
願
を
行
な
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
手
元
の
署
名
用
紙
が
全
部
埋
ま
っ

て
い
な
く
て
も
、
一
・
二
筆
で
も
お

送
り
く
だ
さ
い
。

４
月
４
日
か
ら
１
１
６
期
中
国
講

座
が
始
ま
り
ま
す
。
初
心
者
を
対
象

に
「
無
料
レ
ッ
ス
ン
」
が
３
月
28
日

(

月)

10
時
と
４
月
１
日(

金)

６
時
半

か
ら
開
催
し
ま
す
。
事
前
に
ご
連
絡

下
さ
い
。
中
国
語
学
習
経
験
が
あ
れ

ば
、
途
中
か
ら
の
受
講
可
能
で
す
。
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仲
間
ふ
や
し
で
会
員
減
を
取
り
戻
し

帰
国
者
支
援
署
名
を
推
進
し
よ
う

本
部
理
事
会

「
ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る
日
本
の
戦

争
展
２
０
２
２
」
が
３
０
団
体
以
上

参
加
で
「
エ
ル
お
お
さ
か
」
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
阪
府
連
は
「
長
谷
川

テ
ル
の
反
戦
放
送
」
展
示
（
４
月
３

０
日
、
５
月
１
日
）
と
「
望
郷
の
星
」

上
映
（
５
月
１
日
）
で
参
加
、
堺
支

部
は
「
万
人
坑
」
を
テ
ー
マ
に
展
示
、

国
際
反
戦
兵
士
伊
田
助
男
グ
ル
ー
プ

も
同
室
で
展
示
し
ま
す
。

５
月
17
日
（
火
）
か
ら

22
日(

日)

会
場

長
居
公
園

日
本
の
戦
争
展

コ
ロ
ナ
感
染
第
６
波
の
な
か
、
堺

支
部
は
、
浅
田
支
部
長
夫
妻
、
藤
田

事
務
局
次
長
が
相
次
い
で
感
染
し
発

症
す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
２
月
の
定
例
会
議
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
幸
い
に

三
人
と
も
健
康
を
回
復
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
２
月
27
日
の
日
曜
日
、

久
し
ぶ
り
の
役
員
会
を
開
催
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

定
例
会
議
に
提
案
す
る
今
年
の
活

動
計
画
の
骨
子
と
し
て
、
以
下
の
よ

う
な
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●

中
国
人
留
学
生
と
の
ズ
ー
ム

こ
ん
談
会
を
３
月
27

日
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。

富
田
林
支
部
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、

動
画
も
活
用
し
て
、

民
青
同
盟
に
も
呼
び

か
け
る
。

●

王
希
奇
１
９
４
６
展
覧
会

（
兵
庫
県
立
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

ツ
ア
ー
を
９
月
に
計
画
す
る
予
定
。

●

国
際
課
と
の
こ
ん
だ
ん
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
全
会
派
に
案
内
す

る
。
堺
市
内
の
日
中
友
好
団
体
・
関

係
者
の
名
刺
交
換
会
を
提
案
す
る
。

●

「
わ
た
し
と
中
国
」
の
作
文

を
通
年
募
集
す
る
。

●

市
民
公
開
講
座
、
野
口
さ
ん

に
よ
る
「
大
牟
田
赤
痢
爆
発
事
件
」

を
テ
ー
マ
に
７
月
に
計
画
す
る
。

早
春
の
温
か
い
日
差
し
の
中
、
互

い
の
無
事
を
喜
び
、
コ
ロ
ナ
療
養
中

に
心
境
が
変
化
し
た
こ
と
な
ど
話
が

弾
み
ま
し
た
。
会
議
の
あ
と
、
浅

田
農
園
で
大
根
を
収
穫
。
元
気
に

な
っ
て
良
か
っ
た
な
～
心
か
ら
そ

う
思
い
ま
し
た
。
（
藤
田
大
輔
）

王
希
奇

画
家
。
中
国
錦
州
市
に
生

ま
れ
る
。
魯
迅
美
術
学
院
油
絵
学
部
に

勤
め
る
。
中
国
美
術
家
協
会
会
員
。

中
国
関
係
の
映
画
が
同
じ
日
に

同
じ
映
画
館
で
上
映
さ
れ
る
の
は

極
め
て
珍
し
い
。
今
回
、
大
阪
で

は
２
月
４
日
、
梅
田
シ
ネ
・
リ
ー

ブ
ル
で
同
時
公
開
さ
れ
た
二
本
の

映
画
に
つ
い
て
の
感
想
を
綴
っ
て

み
た
。

「
再
会
の
奈
良
」
に
つ
い
て
。

中
国
残
留
孤
児
の
家
族
の
絆
を

描
い
た
作
品
。
帰
国
し
た
孤
児
の

消
息
を
た
ず
ね
る
年
老
い
た
養
母

が
一
人
で
来
日
。
若
い
在
留
中
国

人
の
女
性
や
日
本
人
高
齢
の
男
性

と
共
に
孤
児
を
探
し
歩
く
が
再
会

は
果
た
さ
れ
な
い
。
す
で
に
孤
児

は
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
監

督
は
中
国
の
ポ
ン
・
フ
ェ
イ
。

孤
児
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
描
き
方
に
膨
ら
み
が
な
く
、
三

人
が
探
し
歩
く
姿
が
繰
り
返
し
映

し
出
さ
れ
退
屈
で
仕
方
が
な
か
っ

た
。
し
か
も
、
著
名
な
奈
良
の
観

光
地
は
ほ
と
ん
ど
登
場
せ
ず
、
タ

イ
ト
ル
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
良
か
っ

た
だ
け
に
、
内
容
が
期
待
外
れ
に

終
わ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る

次
に
「
安
魂
」
に
つ
い
て
。

「
安
魂
」
は
「
あ
ん
こ
ん
」
と

読
み
、
中
国
語
の
発
音
は
「
ア
ン

フ
ン
」
。
「
鎮
魂
。
魂
を
鎮
め
る

こ
と
」
い
う
意
味
。
「
鎮
魂
」
と

い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
方
が
日
本
人

に
は
わ
か
り
や
す
い
の
だ
が
。

病
死
し
た
息
子
（
30
歳
ぐ
ら
い
）

と
瓜
二
つ
の
青
年
に
出
会
っ
た
主

人
公
（
息
子
の
父
親
）
と
そ
の
家

族
の
生
き
て
い
く
力
を
取
り
戻
し

て
い
く
姿
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

親
の
喪
失
感
や
心
の
ゆ
れ
動
く
姿

を
丁
寧
に
描
い
て
い
く
。
監
督
は

日
向
寺
太
郎
（
ひ
ゅ
う
が
じ
た
ろ

う
）
。

こ
の
映
画
は
日
中
国
交
正
常
化

50
周
年
記
念
作
品
と
う
た
っ
て
い

る
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
唯
一
の

日
本
人
キ
ャ
ス
ト
で
、
日
本
人
女

子
留
学
生
役
を
演
じ
た
北
原
里
英

の
中
国
語
の
流
暢
さ
。
日
本
語
の

台
詞
は
携
帯
電
話
で
実
家
の
家
族

と
会
話
す
る
シ
ー
ン
の
み
。

河
南
省
鄭
州
市
が
こ
の
映
画
の

舞
台
。
近
代
化
さ
れ
た
都
市
景
観

を
描
い
た
映
像
も
印
象
に
残
っ
た
。

何
よ
り
こ
の
映
画
を
通
し
て
中
国

の
「
今
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
映
画
情
報
を
こ
ま

め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
中
国
映
画
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

（
奥
村

功
）

二
本
の
日
中
合
作
映
画
を
み
る

堺
支
部
こ
と
し
の
活
動
は
コ
レ
や

第
１
１
１
期
西
支
部
太

極
拳
教
室
は
毎
週
木
曜
日

に
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
講
し
て
い
ま
す
。
剣

太
極
拳
３
ク
ラ
ス
と
24
式

太
極
拳
を
練
習
し
て
い
ま

す
。陳

式
簡
化
太
極
拳
は
毎

月
、
日
曜
日
に
北
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
練
習
し
て

い
ま
す
。
次
は
３
月
27
日
、

４
月
３
日
、
４
月
10
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

太
極
拳
の
上
達
に
は
、

何
度
も
繰
り
返
し
が
必
要
で
す
。
ダ

メ
な
動
作
を
繰
り
返
す
ほ
ど
、
駄
目

に
な
る
「
努
力
反
比
例
」
と
言
う
事

も
あ
り
ま
す
。
「
太
極

拳
は
習
う
の
は
や
さ
し

い
が
改
め
る
の
は
難
し

い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
「
正
し
く
や
っ
て

い
る
つ
も
り
」
が
意
外

と
多
い
い
も
の
で
す
。

小
さ
な
事
で
も
「
や
っ

て
る
つ
も
り
」
を
発
見

し
た
ら
、
喜
ん
で
、
自

分

で

創

意

工

夫

し

て

「
脳
」
に
正
し
い
動
作

を
お
し
え
て
「
身
に
付

け
る
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
小
さ
な
こ
と
の
連
続
に
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が
上
達
の
秘
訣
で
す
。

（
恒
岡
正
勝
）

太
極
拳
上
達
の
秘
訣

何
度
も
繰
り
返
す

帰
国
者
署
名
の
お
願
い

中
国
語
講
座

４
月
開
講

５
月
に
花
の
き
り
え
展



「
中
国
共
産
党
の
全
面
的
指
導
」

は
揺
る
ぎ
な
い
原
則

２
０
５
０
年
ま
で
の
「
二
つ
目
の

百
年
」
に
至
る
政
治
体
制
に
つ
い
て

は
「
歴
史
決
議
」
は
ど
う
述
べ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
１
９
８
０
年
代
の

「
改
革
開
放
」
に
よ
っ
て
「
開
か
れ

た
中
国
」
へ
と
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た

中
国
も
、
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
に

集
約
さ
れ
る
「
一
党
支
配
体
制
」
は

強
力
に
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

「
四
つ
の
基
本
原
則
」
の
最
大
の

力
点
は
「
中
国
共
産
党
の
指
導
」
に

あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
に
も

「
中
国
共
産
党
に
よ
る
統
率
的
指
導
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
歴
史
決

議
」
で
は
、
改
め
て
至
る
所
で
「
党

の
指
導
を
党
と
国
家
事
業
の
各
分
野
・

各
方
面
・
各
段
階
で
徹
底
す
る
」

（
Ⅵ
・
中
国
共
産
党
の
百
年
奮
闘
の

歴
史
的
経
験
）
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。

前
回
②
で
は
「
歴
史
決
議
」
文
中

の
「
先
進
諸
国
が
数
百
年
か
け
て
歩

ん
だ
・
・
・
道
を
わ
ず
か
数
十
年
で

駆
け
抜
け
て
」
き
た
と
い
う
文
言
を

紹
介
し
ま
し
た
。
諸
列
強
の
帝
国
主

義
侵
略
に
よ
っ
て
亡
国
の
淵
に
立
た

さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
国
民
を
総
結

集
し
て
近
代
国
民
国
家
を
築
き
自
立

で
き
る
よ
う
に
、
国
民
党
の
孫
文
か

ら
共
産
党
に
至
る
ま
で
、
政
党
と
国

家
と
が
一
体
化
す
る
「
党
国
体
制
」

と
い
う
強
力
な
集
権
的
政
治
体
制
の

構
築
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
土
支
配
を
目
論
ん

だ
日
本
に
対
し

て
国
民
総
動
員

の
抵
抗
を
築
い

て
勝
利
し
た
後
、

近
代
国
民
国
家

と
し
て
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
に

到
っ
た
の
で
す
。

建
国
後
も
厳
し
い
国
際
環
境
や
国

土
開
発
の
課
題
達
成
の
た
め
に
、
強

力
な
指
導
性
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

テ
コ
に
国
民
と
共
に
困
難
を
克
服
し

て
き
た
の
で
す
か
ら
、
こ
の
道
（
上

か
ら
の
超
越
的
指
導
）
し
か
な
い
と

い
う
自
負
は
理
解
で
き
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

官
と
民
と
の
間
の
諸
関
係

し
か
し
な
が
ら
「
全
面
的
指
導
」

の
た
め
に
は
膨
大
な
数
の
党
員
を
中

央
・
地
方
の
官
僚
機
構
、
企
業
や
市

場
主
体
、
居
住
空
間
に
至
る
全
て
に

配
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
れ
ら
は
諸
領
域
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
と
と
も
に
利
害
関
係
の
真
っ
た

だ
中
に
い
る
の
で
す
か
ら
、
摩
擦
や

軋
轢
が
生
じ
て
く
る
の
は
当
然
で
す
。

歴
史
決
議
で
は
驚
く
べ
き
率
直
さ
で
、

「
大
衆
か
ら
強
い
不
満
と
怒
り
を
買
」
っ

て
い
る
事
例
が
披
瀝
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
形
式
主
義
・
官
僚
主
義
・
享
楽

主
義
・
贅
沢
浪
費
の
風
潮
が
は
び
こ

り
、
特
権
思
想
と
特
権
乱
用
が
・
・
・

見
ら
れ
、
・
・
・
政
治
の
問
題
と
経

済
の
問
題
が
絡
み
合
い
、
汚
職
・
腐

敗
現
象
は
目
に
余
る
ほ
ど
深
刻
で
あ
っ

た
」
（
「
第
三
の
中
国
共
産
党
歴
史

決
議
」
は
大
阪
府
連
の
HP
に
掲
載
中
）
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第
１
回
城
東
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
２

月
12
日
（
土
）
鴫
野
会
館
に
於
い
て

開
催
（
主
催：

城
東
フ
ー
ド
バ
ン
ク

実
行
委
員
会
・
芝
山
治
仁
代
表
）
さ

れ
１
５
０
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

困
っ
た
と
き
は
お
た
が
い
さ
ま

「
無
料
食
料
市
場
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
た
城
東
フ
ー
ド
バ
ン
は
大
好

評
で
し
た
。
日
中
友
好
協
会
城
北
支

部
も
城
東
フ
ー
ド
バ
ン
ク
実
行
委
員

会
に
加
わ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

城
東
区
や
周
辺
地
域
に
は
中
国
人

労
働
者
や
家
族
が
多
く
在
住
し
て
い

ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
、

不
安
と
貧
困
に
直
面
し
て
お
ら
れ
、

そ
の
人
た
ち
の
来
場
に
備
え
中
国
語
、

英
語
が
堪
能
な
西
脇
副
支
部
長
、
役

員
の
安
井
さ
ん
ら
が
対
応
す
る
体
制

で
臨
み
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
10
時
の
開
会
前
に
は

70
人
近
く
が
列
を
つ
く
り
、
主
催
者

は
整
理
券
を
渡
し
て
10
人
ず
つ
入
場

し
て
も
ら
う
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
に
万

全
を
期
し
ま
し
た
。
来
場
者
に
は
お

米
２
合
、
ラ
ー
メ
ン
２
個
、
味
付
け

海
苔
、
み
そ
汁
な
ど
６
種
類
の
品
を

１
５
０
個
基

本
セ
ッ
ト
し
、

そ
の
他
、
農

民
連
提
供
の

産
直
野
菜
や

民
商
の
パ
ン

屋
さ
ん
提
供

の
ラ
ス
ク
な

ど
自
由
選
択

の
品
も
揃
え
提
供
し
ま
し
た
。

50
人
近
い
ス
タ
フ
が
対
応
し
約
１

時
間
で
全
て
配
布
し
終
了
し
ま
し
た
。

１
２
６
人
の
来
場
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
特
徴
は
、

40
代
が
最
も
多
く
、
10
代
か
ら
50
代

で
全
体
の
58
％
を
占
め
、
収
入
の
増

減
で
は
30
代
か
ら
50
代
の
７
割
以
上

が
収
入
の
減
少
を
訴
え
て
い
ま
す
。

城
東
フ
ー
ド
バ
ン
ク
開
催
を
知
っ

た
の
は
、
案
内
ビ
ラ
の
他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
知
っ
た
人
が
２
割
近
く
あ
り
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
の
告
知
が
効
果
的
で
し
た
。

次
回
開
催
に
つ
い
て
検
討
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。
日
中
友
好
協
会
城

北
支
部
は
特
色
を
生
か
し
次
回
開
催

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
藤
倫
理
）

冬
季
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
開
幕

前
は
人
権
問
題
等
、
開
催
中
は
ル
ー

ル
・
審
判
判
断
等
で
物
議
を
か
も
し

た
、
冬
季
・
夏
季
開
催
を
同
一
都
市

で
行
な
っ
た
の
は
北
京
が
初
め
て
で

す
、
私
は
夏
季
（
２
０
０
８
年)

オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
応
援
に
行
き
ま
し
た
。

今
回
最
終
日
、
女
子
日
本
選
手
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
カ
ー
リ
ン
グ
会

場
、
夏
季
は
水
泳
会
場
と
し
て
北
島

選
手
平
泳
ぎ
２
冠
を
達
成
し
た
場
所

で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
っ
て
参
加
す
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
、
平
和
だ
か
ら
実

施
出
来
る
、
戦
前
日
本
は
中
国
侵
略

に
浪
費
を

重
ね
、
夏

季
・
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
返
上

し
た
歴
史

が
あ
る
、

ダ
ー
ク
色

に
観
て
い

た
中
国
が
好
き
に
な
っ
た
14
年
後
、

今
ま
た
浪
費
を
重
ね
よ
う
と
し
て
い

る
、
日
中
友
好
の
名
の
も
と
に
外
交

的
対
話
と
平
和
を
願
わ
ず
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

（
平
松
悦
雄
）

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
て

第
三
の
中
国
共
産
党
歴
史
決
議
の
特
徴

府
連
副
会
長

山
本
恒
人

➂

「
二
つ
目
の
百
年
」
を

推
進
す
る
政
治
体
制

城
東
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
参
加

２
月
に
入
り
、
中
国
総
領
事
館
よ

り
日
中
合
作
映
画
「
再
会
の
奈
良
」

の
鑑
賞
券
が
大
阪
府
連
女
性
部
宛
に

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

１
９
９
４
年
に
日
本
に
帰
国
し
た

ま
ま
行
方
を
消
し
た
残
留
孤
児
の
養

女
を
訪
ね
て
、
日
本
に
や
っ
て
来
た

養
母
・
陳
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
同
行
の
人

達
３
人
が
養
女
・
麗
華
を
捜
し
歩
く
。

少
な
い
手
が
か
り
を
頼
り
に
訪
ね

歩
き
、
帰
国
後
の
養
女
が
負
っ
た
悲

し
く
辛
い
出
来
事
を
知
る
。
重
い
テ
ー

マ
で
あ
り
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

描
か
れ
て
い
る
事
が
逆
に
、
奈
良
の

美
し
い
景
色
と
流
れ
る
歌
を
背
景
に
、

３
人
そ
れ
ぞ
れ
の
切
な
さ
や
哀
し
み

が
伝
わ
っ
て
胸
が
つ
ま
り
ま
し
た
。

鑑
賞
券
の
差
出
人
に
あ
っ
た
杜

雨
萌
さ
ん
は
、
一
昨
年
８
月
26
日
に

大
阪
府
連
主
催
の
中
国
総
領
事
館
訪

問
時
に
、
秘
書
と
し
て
同
席
さ
れ
て

い
た
方
で
し
た
。
女
性
部
の
活
動
で

中
国
映
画
観
賞
の
取
り
組
み
を
発
言

し
た
際
に
、
「
領
事
館
か
ら
も
良
い

催
し
が
あ
れ
ば
ご
案
内
し
ま
す
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
お

約
束
の
ひ
と
つ
と
し
て
頂
い
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

（
平
澤
京
子
）

罪
深
き
戦
争
の
傷
は
今
も

映
画

「
再
会
の
奈
良
」
が
訴
え
る
も
の

１
月
末
、
軽
い
喉
の
違
和
感
が
あ

り
耳
鼻
科
受
診
。
翌
日
念
の
た
め
堺

咲
花
病
院
発
熱
外
来
を
受
診
し
た
と

こ
ろ
抗
原
検
査
で
コ
ロ
ナ
感
染
陽
性
、

CT
検
査
で
肺
炎
中
等
症
を
お
こ
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
前
に

し
て
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
で
ま

さ
か
ま
さ
か
の
隔
離
入
院
。
軽
い
喉

の
痛
み
と
咳
、
微
熱
数
回
の
夫
も
同

じ
診
断
で
同
時
入
院
。

昨
年
９
月
承
認
さ
れ
た
デ
ビ
ュ
デ
ィ

と
い
う
新
薬
の
点
滴
投
与
（
30
分
１

回
の
み
）
の
効
果
が
あ
り
投
薬
治
療

で
順
調
に
回
復
の
日
々
を
す
ご
す
。

入
院
中
は
、
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な

く
食
欲
も
あ
る
が
部
屋
か
ら
一
歩
も

出
ら
れ
な
い
の
で
体
操
、
ス
ト
レ
ッ

チ
、
足
踏
み
な
ど
で
心
身
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
。
テ
レ
ビ
な
し
で
読
書

（
ネ
ッ
ト
で
病
室
ま
で
本
が
届
く
の

が
あ
り
が
た
い
）
や
日
々
の
記
録
や

雑
感
を
書
き
と
め
る
こ
と
で
す
ご
す
。

医
師
を
は
じ
め
献
身
的
に
関
わ
っ
て

く
れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
は
感
謝
あ

る
の
み
。

こ
れ
ま
で
国
や
マ
ス
コ
ミ
は
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
は
感
染
し
て
も
軽
く
済
む

と
か
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
も

の
と
い
う
こ
と
を
盛
ん
に
言
っ
て
い

た
。
高
齢
で
基
礎
疾
患
を
持
つ
私
に

と
っ
て
早
期
に
入
院
で
き
治
療
が
受

け
ら
れ
重
症
化
し
な
か
っ
た
の
は
幸

運
だ
っ
た
。
10
日
間
で
夫
婦
と
も
退

院
。
後
遺
症
は
今
の
と
こ
ろ
私
は
頭

痛
が
残
る
が
こ
れ
が
後
遺
症
な
の
か

不
明
。
し
か
し
、
こ
の
病
院
も
医
療

の
逼
迫
で
入
院
受
け
入
れ
で
き
な
い

と
の
こ
と
。

誰
も
が
必
要
な
時
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
ら
れ
、
症
状
が
あ
れ
ば
適
切

な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
の
が
当
た
り

前
で
は
な
い
か
と
切
に
思
う
。

（
2
・
22
記

堺
支
部

浅
田
美
奈
子
）

ま
さ
か
の
コ
ロ
ナ
感
染
で
入
院
！


